
紹
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中
尾
芳
治
・
栄
原
永
遠
男
編

『
難
波
宮
と
都
城
制
』

　
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
山
根
徳
太
郎

に
よ
り
開
始
さ
れ
た
難
波
宮
発
掘
調
査
は
、
昨
年

で
六
十
年
を
迎
え
た
。
本
書
は
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ

れ
て
き
た
膨
大
な
研
究
を
総
括
し
、
各
分
野
の
成

果
・
問
題
点
を
示
し
た
書
と
し
て
、
⊥
ハ
十
年
に
亘

る
難
波
宮
研
究
史
に
お
け
る
記
念
碑
的
著
作
と
呼

ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
総
勢
十
八
名
の
研
究
者
に

よ
り
編
ま
れ
、
大
き
く
三
部
に
分
け
て
各
論
が
展

開
さ
れ
る
。
以
下
各
部
に
分
け
て
論
旨
を
簡
潔
に

紹
介
す
る
。

　
「
第
－
部
　
難
波
宮
の
調
査
と
研
究
」
で
は
、

山
根
氏
の
生
い
立
ち
と
発
掘
・
研
究
経
緯
を
振
り

返
る
直
木
孝
次
郎
「
山
根
徳
太
郎
の
難
波
宮
研

究
」
を
筆
頭
に
、
主
に
考
古
学
的
見
地
に
立
っ
た

諸
論
で
構
成
さ
れ
る
。
松
尾
信
裕
は
「
古
代
難
波

の
地
形
環
境
と
難
波
津
」
と
題
し
、
先
史
か
ら
の

地
理
的
環
境
復
原
諸
説
を
総
括
し
て
中
世
ま
で
の

変
遷
を
描
き
、
難
波
地
域
の
特
殊
性
を
考
え
る
根

本
的
視
点
を
提
供
す
る
。
南
秀
雄
「
難
波
宮
下
層

遺
跡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
は
、
難
波
窟
造
営
以
前

の
法
円
坂
倉
庫
群
な
ど
五
世
紀
以
降
の
遺
構
群
を

扱
い
、
宮
地
と
し
て
選
定
さ
れ
る
以
前
の
都
市
的

様
相
を
考
察
す
る
。
高
橋
工
「
前
期
・
後
期
難
波

事
跡
の
発
掘
成
果
」
は
、
発
掘
調
査
か
ら
得
ら
れ

た
難
波
宮
中
枢
部
の
構
造
を
概
観
し
た
上
で
、
依

然
具
体
的
様
相
の
判
然
と
し
な
い
周
辺
部
の
構
造

に
つ
い
て
最
新
成
果
を
紹
介
し
つ
つ
検
討
を
加
え

る
。
佐
藤
隆
「
難
波
地
域
の
土
器
編
年
か
ら
み
た

難
波
宮
の
造
営
年
代
」
は
、
土
器
編
年
研
究
の
概

要
と
代
表
的
資
料
を
紹
介
し
た
上
で
、
文
献
史
料

と
の
整
合
性
に
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
植
木
久

「
難
波
宮
の
建
築
」
は
、
難
波
宮
遺
構
の
数
値
的

理
解
を
通
し
て
宮
の
精
密
な
建
築
・
配
置
計
画
に

迫
り
、
我
が
国
の
大
陸
建
築
受
容
過
程
を
考
察
す

る
。
八
木
久
栄
・
宮
本
佐
知
子
雪
後
期
難
波
窟
の

屋
瓦
と
大
阪
府
下
出
土
の
同
苑
瓦
」
は
、
墨
跡
外

で
出
土
し
た
同
華
華
の
事
例
を
突
き
合
わ
せ
、
後

期
難
波
宮
の
影
響
圏
を
考
察
す
る
。
栄
原
永
遠
男

「
難
波
傷
跡
北
西
部
出
土
木
簡
再
考
扁
は
、
宮
西

北
部
で
出
土
し
た
木
簡
群
、
特
に
荷
札
木
簡
を
取

り
上
げ
て
検
討
を
加
え
る
。
積
山
洋
「
難
波
京
の

復
原
と
難
波
大
道
」
は
、
難
波
宮
を
中
心
と
す
る

周
辺
地
域
の
方
格
（
条
坊
）
地
割
施
工
の
状
況
に

つ
い
て
、
発
掘
成
果
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
。

　
「
第
■
部
　
難
波
宮
を
め
ぐ
る
政
治
と
文
化
」

は
、
主
に
都
城
制
・
文
化
土
壌
の
視
点
か
ら
難
波

を
論
じ
る
。
田
中
清
美
「
古
代
難
波
地
域
の
渡
来

人
」
は
、
文
献
と
韓
式
系
土
器
な
ど
を
総
合
し
て

五
～
六
世
紀
の
渡
来
人
の
動
向
に
関
す
る
見
解
を

示
す
。
中
尾
芳
治
「
難
波
宮
か
ら
藤
原
宮
へ
」
は
、

七
世
紀
宮
都
の
系
譜
に
お
け
る
前
期
難
波
宮
の
位

置
づ
け
、
設
計
・
造
営
に
窺
え
る
王
権
の
意
図
を

考
察
す
る
。
小
笠
原
好
彦
「
難
波
宮
・
京
と
複
都

制
」
は
、
唐
の
複
都
制
を
踏
ま
え
、
難
波
宮
・
恭

仁
京
の
性
格
を
論
ず
る
日
唐
複
都
制
比
較
論
で
あ

る
。
國
下
多
美
樹
「
長
岡
京
遷
都
と
後
期
難
波
宮

の
華
墨
」
は
、
後
期
難
波
宮
と
長
岡
宮
の
中
枢
施

設
の
比
較
に
よ
り
移
建
の
実
相
に
検
討
を
加
え
る
。

榎
村
寛
之
「
古
代
都
市
難
波
の
『
神
ま
つ
り
撫
環

境
」
は
、
吉
代
難
波
の
祭
祀
環
境
と
抱
か
れ
た
イ

メ
ー
ジ
に
焦
点
を
当
て
、
思
想
・
宗
教
的
見
地
か

ら
難
波
を
論
じ
る
。
古
市
晃
「
難
波
と
仏
教
」
は
、

仏
教
導
入
期
に
お
け
る
難
波
の
環
境
と
蘇
我
氏
の

関
わ
り
を
積
極
的
に
評
価
す
る
論
考
と
な
っ
て
い

る
。
　
「
第
中
部
　
難
波
宮
と
東
ア
ジ
ア
の
都
城
制
」

で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
一
宮
都
と
い
う
難
波
宮
の
性

格
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。
村
元
健
～
「
中
国

宮
城
の
変
遷
と
難
波
宮
扁
は
、
中
国
都
城
の
系
譜
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を
踏
ま
え
前
期
難
波
宮
へ
の
具
体
的
な
影
響
を
考

察
す
る
。
李
陽
浩
「
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
八

角
形
建
物
と
そ
の
平
面
形
態
」
は
、
依
然
定
説
を

見
な
い
前
期
難
波
宮
八
角
殿
の
性
格
を
、
東
ア
ジ

ア
の
類
例
を
挙
げ
て
再
検
討
し
て
い
る
。

　
以
上
、
考
古
・
文
献
・
建
築
・
思
想
な
ど
、
古

代
難
波
宮
研
究
に
関
わ
る
諸
分
野
に
つ
い
て
、
現

状
で
の
到
達
点
を
簡
潔
に
示
し
た
こ
と
が
本
書
の

功
績
で
あ
ろ
う
。
巻
末
に
調
査
・
保
存
略
年
表
や

関
連
調
査
報
告
書
・
主
要
図
書
一
覧
な
ど
、
豊
富

な
関
連
情
報
を
掲
げ
る
点
も
有
益
で
あ
る
。
単
一

分
野
の
視
点
の
み
か
ら
難
波
宮
の
全
容
に
迫
る
こ

と
の
限
界
は
自
明
で
あ
り
、
横
断
的
・
学
際
的
視

点
が
今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
聞
違
い
な
い
。

本
書
は
難
波
宮
研
究
に
携
わ
る
者
に
限
ら
ず
、
広

範
な
人
々
に
資
す
る
内
容
で
あ
り
、
今
後
の
難
波

宮
研
究
に
お
い
て
常
に
参
照
す
べ
き
一
冊
と
い
え

る
。　
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ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
イ
チ
と
い
え
ば
ポ
ー
ラ

ン
ド
・
ロ
マ
ン
主
義
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る
が
、

そ
の
彼
が
亡
命
先
の
パ
リ
で
執
筆
し
た
作
品
『
パ

ン
・
タ
デ
ウ
シ
ュ
』
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
舞
台

は
一
九
世
紀
初
頭
の
リ
ト
ア
ニ
ア
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
東
方
進
軍
に
よ
っ
て
待
望
の
故
国
復
活
な
る
か

と
い
う
熱
気
の
な
か
、
主
人
公
で
あ
る
タ
デ
ウ
シ

ュ
と
そ
の
周
囲
の
人
物
た
ち
が
織
り
な
し
た
社
交
、

陰
謀
、
対
立
、
和
解
の
物
語
で
あ
る
。

　
そ
の
作
中
、
中
心
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
も
、
個
性
的
か
つ
魅
力
的
な
人
物
と
し
て
、

ヤ
ン
キ
ェ
ル
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
の
居
酒
屋
店
主
が

登
場
す
る
。
彼
の
店
は
地
元
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
、
農

奴
、
司
祭
ら
が
や
っ
て
き
て
は
大
い
に
酒
を
飲
む

社
交
の
場
で
あ
っ
た
。
ひ
と
り
店
主
ヤ
ン
キ
ェ
ル

だ
け
が
素
面
を
保
っ
て
店
内
を
見
張
り
、
と
き
に

楽
器
を
手
に
し
て
客
を
も
っ
と
楽
し
ま
せ
る
（
飲

ま
せ
る
）
の
で
あ
る
。
か
つ
て
か
の
地
で
こ
う
し

た
情
景
は
あ
り
ふ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
分
割
は
そ

の
臼
常
を
変
容
さ
せ
た
の
だ
が
、
あ
の
伝
統
的
な

世
界
は
一
体
い
つ
ま
で
存
続
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
グ
レ
ン
・
デ
ィ
ン
ネ
ル
の
近

著
『
ヤ
ン
キ
ェ
ル
の
居
酒
屋
』
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

王
国
（
ロ
シ
ア
に
分
割
さ
れ
た
領
域
の
う
ち
、
今

日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ

を
除
い
た
地
域
）
を
対
象
に
こ
の
問
い
に
答
え
る

も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
そ
の
要
点
を
二
つ
に
ま

と
め
る
。

　
｝
点
目
は
、
史
料
読
解
に
依
拠
す
る
実
証
主
義

批
判
で
あ
る
。
従
来
説
で
は
、
分
割
後
の
国
家
に

よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
居
酒
屋
の
規
制
（
例
え
ば
、
許
可

制
の
導
入
、
店
舗
の
主
要
街
道
か
ら
の
隔
離
）
が
、

そ
の
衰
退
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が

こ
の
学
説
は
、
取
り
締
ま
る
公
権
力
に
と
っ
て
都

合
の
良
い
事
実
の
み
を
述
べ
る
史
料
の
性
質
を
看

過
し
て
い
る
。

　
近
世
以
来
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
か
ら
厨

酒
屋
を
貸
付
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
利
益
は

所
領
の
主
な
収
入
源
を
な
し
た
。
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
経
済
構
造
の
も
と
で
は
、
居
酒
屋
を
成
功
さ

せ
る
に
は
常
に
素
面
を
保
つ
ユ
ダ
ヤ
人
こ
そ
が
最

適
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
形
成
さ
れ
た
。
上
述
の

ヤ
ン
キ
ェ
ル
は
、
詩
人
自
身
が
な
じ
ん
で
い
た
当

時
の
ユ
ダ
ヤ
人
イ
メ
ー
ジ
の
表
象
で
あ
っ
た
の
だ
。
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